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助成金情報

行事予定

府4県にある大学などに所属してい
る研究者

助成額　1件上限200万円（①②総額5,000
万円程度を予定）

締切り　①②ともに令和元年11月14日（木）
必着

●問　●申　公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
　　　　TEL 06-6375-3202
U R L　 https://www.jrw-relief-f.or.jp/

公益財団法人ヤマト福祉財団
障がい者給料増額支援助成金
障害者の給料増額に一定の実績がある施設・
事業所や全国平均以上の給料支給実績がある
施設・事業所に対し、事業資金を助成します。
対　象　所定の要件を満たす就労継続支援

A・B型事業所、地域活動支援セン
ター、生活介護事業所

助成額　【ジャンプアップ助成金】1件定額
500万円、【ステップアップ助成金】1
件上限200万円

締切り　令和元年11月30日（土）消印有効
●問　●申　公益財団法人ヤマト福祉財団
　　　　TEL 03-3248-0691
U R L　https://www.yamato-fukushi.jp/

介護の日イベント参加者の募集
地域で暮らす全ての人々で支え合う介護をめ
ざし、「介護」についての理解と認識を深める機
会として『介護の日イベント』を開催します。
会　場　ニチイ学館 神戸ポートアイランドセ

ンター（神戸市中央区）
日　時　令和元年11月2日（土）12：00～17：00
内　容　フォーラム（長尾クリニック院長・長

尾和宏氏の講演）、介護技術コンテ
スト

参加方法　ホームページより申込み用エクセル
表をダウンロードし、メールに添付し
て送信するか、必要事項を直接メー
ルに入力して送信。

締切り　令和元年10月11日（金）
参加費　無料
●問　●申　一般社団法人 兵庫県老人福祉事業協会
　　　　TEL 078-291-6822　
U R L　 https://www.hyogo-kenroukyo.jp/
　　　　home/

　　　1日 赤い羽根共同募金運動キックオ
フイベント　　　　　　　　　
◆鉄人広場（神戸市長田区）

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

東京海上日動あんしん生命保険株式会社
奨学金制度
経済的理由により大学等への進学を諦めない
ために、奨学金を給付します。
対　象　疾病により保護者を失った遺児で、経

済的理由により支援を必要とし、大学
等への進学希望がある方。年間世帯
収入金額が指定条件を超えない方。

助成額　1件年間30万円
締切り　令和元年10月31日（木）消印有効
●問　●申　公益社団法人日本フィランソロピー協会
　　　　TEL 03-5205-7580
U R L　https://www.philanthropy.or.jp/
　　　　anshin/

日本郵便株式会社
2020年度年賀寄附金助成
社会福祉の増進を目的とする事業など、「お年
玉付郵便葉書等に関する法律」に定められた 
10の事業に対して助成します。
対　象　一般枠：社会福祉法人、更生保護法

人、一般社団法人、一般財団法人、公
益社団法人、公益財団法人、特定非
営利活動法人（NPO法人）　　　　
特別枠：営利を目的としない法人

助成額　1件上限500万円　※活動・チャレン
ジプログラムは上限50万円

締切り　令和元年11月8日（金）消印有効
●問　●申　日本郵便株式会社
　　　　TEL 03-3477-0567
U R L　https://www.post.japanpost.jp

公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
2020年度公募助成
「安全で安心できる社会」の実現に関する活動
や研究の応募をお待ちしています。
①活動助成
対　象　近畿2府4県を拠点にする、事故、災

害や不測の事態に対する備え、およ
びその後の心や身体のケアに関する
活動をする非営利の民間団体（法人
格の有無は不問）

助成額　1件上限70万円 
② 研究助成
対　象　事故、災害や不測の事態に対する備

え・事故防止、およびその後の心や身
体のケアに関する研究を行う、近畿2

　　　8日 新任職員ステップアップ研修（Ｂ
コース）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　　9日 日常生活自立支援事業 町社協会議
◆県福祉センター

　　 11日 サービス提供責任者研修（ホー
ムヘルプ事業者協議会）　　　
◆県農業共済会館

　　 12日 福祉の就職説明会(尼崎会場)　
◆尼崎市中小企業センター

 民間社会福祉事業職員互助会
創立45周年事業　　　　　　
◆神戸メリケンパークオリエンタ
ルホテル

　　 13日 介護支援専門員実務研修受講試験
◆神戸大学国際人間科学部

　　 15日 会計実務研修（税務）　　　　
◆県福祉人材研修センター

 第１回ひょうごボランタリープラ
ザ運営協議会　　　　　　　　
◆ひょうごボランタリープラザ

　　 21日 若年性認知症とともに歩むひょ
うごの会 全体会 　　　　　　
◆県学校厚生会館

　　 24日 日常生活自立支援事業生活支援
員研修会　　　　　　　　　 
◆県学校厚生会館

 職場定着支援研修　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 経営協第253回理事会・例会　
◆県民会館

　　 25日 経営計画策定リーダー養成ゼミナール
◆県福祉センター

 苦情解決セミナー（神戸会場）　
◆県立のじぎく会館

 地域福祉研修　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 就職説明会（明石）　　　　　
◆あかし市民広場

　　 28日 法人後見・市民後見推進会議　
◆葺合文化センター

　　 29日 職場見学バスツアー（中･西播磨コース）
◆協和学園、むれさき苑

　29日～ 介護支援専門員専門研修課程Ⅱ・
更新研修A（後期）　　　　　　　
◆神戸ファッションマートほか

　　 30日 保育リーダーゼミ　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 第１回社協ワーカー実践研究会議
◆県福祉センター

　　 31日 兵庫県社会福祉大会　　　　
◆丹波篠山市立田園交響ホール
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～「支え合い社会」県民フォーラムから～
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盲ろう者が笑顔で
楽しく暮らせるように
井上 智文さん（加東市）
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P7 みんなでつくるひょうごの福祉
地域包括ケアを推進するために
～さまざまな専門職が繰り広げる手作り劇～

P8 キラリ★社会福祉法人
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住民のニーズから出発した
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10月から「赤い羽根共同募金運動」がスタートします
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共
同
募
金
の
約
８
割
は

寄
付
者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
活
用

　
共
同
募
金
運
動
は
、戦
後
間
も
な
い
昭

和
22
年
に
民
間
の
社
会
福
祉
施
設・団
体

を
支
援
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
。現
在
で

は
、全
国
的
に「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す

る
し
く
み
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

集
ま
っ
た
募
金
を
、身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体・Ｎ
Ｐ
Ｏ
、福
祉
団
体
な
ど
の
活

動
支
援
の
他
、社
会
福
祉
施
設
の
整
備
、

自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
の
積
み
立
て

に
も
活
用
す
る
な
ど
、民
間
の
福
祉
の
た

め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、全
県
で
５
億
２
６
８
２
万

円
を
目
標
に
募
金
運
動
を
展
開
し
、そ
の

約
８
割
を
集
め
た
市
区
町
域
の
身
近
な

福
祉
活
動
で
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。つ
か
い
み
ち
は
、各
市
区
町
の「
共
同

募
金
委
員
会
」が
地
域
の
多
様
な
人
々
や

団
体
の
参
画
を
得
て
決
め
て
い
る
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、県
内
の
共
同
募
金
の

身
近
な
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
。

　今年で73回目を迎える赤い羽根共同募金運動が10月
からスタートした。
　戦後に始まった共同募金は、地域福祉を進めるために
さまざまなところで活用されている。
　今回の特集では、共同募金のつかいみちを具体的に理
解いただくため、県内の募金の活用事例を紹介する。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

役
立
つ
共
同
募
金

じぶんの町を
良くするしくみ
身近なところで役立つ
共同募金のつかいみち

令和元年度の募金の主な活用先・配分割合（予定）

地域交流、子育て支援、障害者支援等、
身近な地域の福祉活動（78％）

社会福祉施設の整備
（3％）

自然災害に備えた積立
（4％）

県域で活動するボラン
ティア団体（2.5％）

県本部・共同募金
委員会活動費（12.5%）

兵庫県共同募金会 マスコット
あかはねちゃん
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　神戸市兵庫区共同募金委員会では、放課後や学
校が休みの日に子どもたちが孤立しないよう、「子
どもの居場所応援団プロジェクト」をテーマに募金
活動を行い、子ども食堂、クッキングクラブ、学習支
援教室などに助成した。ボランティアグループ「こど
もワクワク食堂」が運営する子ども食堂では、「み
んなで食べたらおいしいね」を合言葉に近所の大人
も参加して、食を通じた交流に加え、学習支援も
行っている。

子どもの居場所づくりを応援
（神戸市兵庫区）

身近なところで役立つ共同募金①

〔募金のつかいみち〕食堂のテーブルなど備品

　西宮市共同募金委員会では、地域の自主的、先駆
的な交流活動や支え合いを応援しようと、自治会や
ボランティアグループ、NPOが実施する集いの場、
地域のイベント、不登校の子どもと親の居場所づく
りなどに助成した。助成に際しては公募し、プレゼン
テーション審査を行った。その一つ、老人会の有志
が中心のグループ「カフェなないろ」は、市営住宅の
集会所を活用してサロンを立ち上げている。

小地域の交流活動、支え合いを
応援（西宮市）

身近なところで役立つ共同募金②

〔募金のつかいみち〕サロンの開設のための備品など

　丹波篠山市共同募金委員会では、市内に60人を
超える若者がひきこもりになっているという調査結
果を踏まえ、市社会福祉協議会が運営する「喫茶ふ
れあい」を活用して、ひきこもりがちな若者の就労体
験に助成をした。対人関係に不安がある若者には調
理補助や事務補助など、若者らができることを取り
組んでもらっている。この取り組みを積み重ねること
で、若者らの「自信」が生まれる場になっている。

ひきこもりがちな若者の
社会参加を応援（丹波篠山市）

身近なところで役立つ共同募金③

〔募金のつかいみち〕若者の作業代など

　香美町共同募金委員会では、不要になったスノー
ボードを使い、ボランティアがボードをベンチに加工
し、集落の会館前などに設置して、住民が集う場を
つくる活動に助成をした。「集落にベンチでもあった
ら腰かけてゆっくり話せるのに」という住民の声がヒ
ントになった取り組みとして、ベンチづくりは大工さ
んの指導のもと、材料も提供いただき、子どもから
大人までが参加。作り手の思いが詰まったベンチと
目録が集落に贈られている。

“スノボ”を使った交流の場
づくりを応援（香美町）

身近なところで役立つ共同募金④

〔募金のつかいみち〕ベンチの材料・工具
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社
会
福
祉
施
設
の
整
備
、

災
害
へ
の
備
え
に
も
活
用

　
兵
庫
県
共
同
募
金
会
で
は
、社
会
福

祉
法
に
規
定
す
る
第
１
種
、第
２
種
の

社
会
福
祉
施
設（
た
だ
し
、一
部
を
除

く
）の
補
修
や
備
品
の
整
備
に
も
配
分

を
行
っ
て
い
る
。近
年
は
、老
朽
化
し
た

機
械
や
車
両
の
買
い
替
え
の
ニ
ー
ズ
が

多
い
。

　
ま
た
、社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、毎

年
、募
金
の
一
部
を
県
内
・
国
内
の
自
然

災
害
に
備
え
、「
災
害
準
備
金
」と
し
て

積
み
立
て
て
い
る
。災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
経
費
、被
災
者
を
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
い
る
。

　
社
会
的
孤
立
を
背
景
に
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
・
福
祉
課
題
へ
の
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
中
、近
年
、ま
す
ま
す
地
域

福
祉
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
共
同
募
金

は
、重
要
な
財
源
と
し
て
さ
ら
な
る
運

動
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
共
同
募
金
会
で
は
、平
成
28
年
度

に
５
ヵ
年
の
中
期
計
画「
ひ
ょ
う
ご
共

同
募
金
運
動
推
進
２
０
２
０
年
計
画
」

を
策
定
し
、共
同
募
金
運
動
を
４
つ
の

要
素
に
分
け
て
、市
区
町
共
同
募
金
委

員
会
と
県
共
同
募
金
会
の
協
働
推
進

目
標
を
掲
げ
て
改
革
を
進
め
て
い
る
。

（
図
１
）

　
共
同
募
金
は
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、事
前
に
つ
か
い
み
ち
を
定
め
る

「
計
画
募
金
」で
あ
る
点
が
特
徴
だ
。そ

の
特
徴
を
生
か
し
、地
域
の
住
民
に
共

同
募
金
の
つ
か
い
み
ち
や
地
域
の
福
祉

課
題
を
伝
え
、地
域
福
祉
へ
の
理
解
と

参
画
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
、地
域
で
起
き
て
い
る
問
題
を「
ほ
っ

と
か
へ
ん
」と
い
う
運
動
性
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　
今
後
は
、各
市
区
町
域
で
、住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
配
分
を
進
め
る
と
と

も
に
、自
治
会
な
ど
の
協
力
に
よ
る
戸

別
募
金
や
企
業
な
ど
の
法
人
募
金
の
さ

ら
な
る
強
化
を
進
め
る
。ま
た
、1
月
か

ら
3
月
に
は
テ
ー
マ
を
定
め
た
募
金
方

法
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
活
用

な
ど
、幅
広
い
県
民
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な

形
の
参
画
と
協
力
を
得
た
募
金
運
動
の

展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

全国の共同募金のつかいみ
ちをデータベースにしてい
ます。市区町ごとの共同募
金のつかいみちをご覧いた
だくことができます。

URL　https://hanett.akaihane.or.jp/
hanett/pub/home

 

 
 

地
域
の
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に
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同
募
金
運
動
を
目
指
し
て

社会福祉施設の整備に役立つ
共同募金
　老朽化した業務用洗濯機、乾燥機の
買い替えに活用。

災害時の支援活動に役立つ共同募金
　平成30年7月豪雨災害では、県内の被災地でも
共同募金を活用して災害ボランティアが活躍。

今の福祉課題に対応した配分に
なるよう点検や見直しを進める
みんなが福祉の課題を知り
伝えられるようにする
人と人とのつながりを大切にした
募金活動で共感を得る
共同募金運動への協力の輪を
さまざまな人たちに広げる

養護老人ホーム
夢前和楽園
（姫路市）

（神戸市灘区） （宍粟市）

配分

広報

募金

組織

図1.「ひょうご共同募金運動推進2020年計画」
　　 4つの共同推進目標（要約）

赤い羽根データベース
はねっと 
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「
未
来
を
変
え
る
若
者
の
姿
も
見
ら
れ
、今

後
の
社
会
を
あ
き
ら
め
ず
に
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

　
講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、加
古
川
市
で
認
知
症
の
人
と
家

族
、サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
を
立
ち
上
げ
、活

動
す
る
吉
田
正
巳
氏
、伊
丹
市
で「
あ
り

お
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」を
運
営
す
る
福
田
知

子
氏
、障
害
者
の
活
動
拠
点
づ
く
り
と
と

も
に
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
淡
路
市
社

協
の
凪
保
憲
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

登
壇
。コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
野
沢
和

弘
氏
に
同
席
を
い
た
だ
き
つ
つ
、武
庫
川

女
子
大
学
の
松
端
克
文
教
授
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り「
住
民・当
事
者
主

体
」「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
進
行
し
た
。

　
吉
田
氏
は
、平
成
22
年
の
立
ち
上
げ
か

ら
会
の
活
動
を
広
げ
て
き
た
経
緯
を
語

る
と
と
も
に
、認
知
症
の
人
の「
出
番
」を

地
域
に
生
み
出
す
こ
と
、認
知
症
の
人
と

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
視
点
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語
っ

た
。ま
た
、支
援
さ
れ
る
側
に
立
つ
ば
か

り
で
な
く
、「
当
事
者
や
家
族
な
ら
で
は
」

の
主
体
的
な
活
動
を
生
み
出
し
た
い
と
、

今
後
の
意
欲
を
語
っ
た
。

　
民
生
委
員
の
活
動
経
験
か
ら
、仲
間
と

一
緒
に
地
域
の
居
場
所・交
流
の
場「
ま

ち
カ
フ
ェ
」を
始
め
た
福
田
氏
は
、地
元

企
業
や
自
治
会
と
つ
な
が
り
支
援
を
得

ら
れ
た
立
ち
上
げ
当
初
の
経
緯
や
、閉
じ

こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
人
や
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
を
抱
え
た
人
が
、今
で
は
カ
フ
ェ
運

営
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。実
践
発
表
の
最
後

に
は「
地
域
で
の
出
会
い
と
力
に
支
え
ら

れ
た
。い
ろ
ん
な
方
の
参
画・交
流
が
で

き
る
場
所
で
あ
り
た
い
」と
地
域
と
共
に

歩
む「
ま
ち
カ
フ
ェ
」の
将
来
像
を
語
っ

た
。

　
淡
路
市
社
協
の
凪
氏
は
、障
害
者
の
就

労
支
援
を
、う
ど
ん
屋
の
運
営
や
中
山
間

地
で
の
移
動
販
売
と
い
う
形
で
実
現
さ

せ
た
背
景
や
経
緯
を
発
表
。障
害
を
持
つ

当
事
者
、住
民
、社
協
が
相
互
に
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
し
合
う
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
思
い
を
語
っ
た
。ま
た
、高
齢
化
や

過
疎
化
が
進
み
、「
移・医・食・住
」の
生

活
課
題
が
顕
在
化
す
る
地
域
の
将
来
を

見
据
え
、誰
も
が
お
互
い
を
認
め
合
う
地

域
づ
く
り
と
、助
け・助
け
ら
れ
る
関
係

を
循
環
さ
せ
る「
共
生
循
環
型
地
域
社

会
」の
実
現
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
実
践

と
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
３
つ
の
実
践
事
例
は
、一
見

取
り
組
み
の
主
体
も
、都
市
部・郡
部
と

い
う
地
域
事
情
も
異
な
る
よ
う
に
見
え

る
。し
か
し
、各
実
践
の
中
に
は
共
通
す

る
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
の

で
ま
と
め
た
み
た
い
。

　
そ
の
１
つ
が
、「
参
加
と
役
割
」で
あ

る
。認
知
症
が
あ
る
人
も
、引
き
こ
も
り

が
ち
な
人
も
、障
害
が
あ
る
人
も
、必
要

と
さ
れ
、役
割
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
地

域
に
整
え
て
き
た
点
だ
。

　
2
つ
目
が
、「
強
み
」を
探
し
て
活
動

を
展
開
す
る
点
で
あ
る
。病
気
や
障
害
、

高
齢
化
、過
疎
化
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
に
思

え
る
要
素
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、地
域
に
存

在
す
る
資
源
を
探
し
、つ
な
げ
、生
か
す

発
想
だ
。

　
３
つ
目
は
、「
楽
し
い
・
お
い
し
い
・

ホ
ッ
と
で
き
る
も
の
に
人
が
集
う
」と

い
う
発
想
だ
。各
地
で
の
サ
ロ
ン
活
動
や

カ
フ
ェ
な
ど
、居
場
所
づ
く
り
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
る
中
で
、こ
れ
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
場
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
を

考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、記
念
講
演

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
得
つ
つ
、パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
当
事
者・

住
民
が
主
体
の
力
強
い
実
践
に
触
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
、県
内

各
地
で「
支
え
合
い
社
会
」に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
会
及
び「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
の

主
催
で
、８
月
26
日
に
神
戸
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、4
0
0
名
の
参
加
を
得

て「
支
え
合
い
社
会
」県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

　
現
在
、「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
が
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
る
中
で
、引
き
こ
も
り

の
方
、認
知
症
の
方
、障
害
を
持
つ
方
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

人
た
ち
が
、排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、そ

れ
ぞ
れ
役
割
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。こ
の
情
勢
を
鑑
み
な
が
ら
、県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
記
念
講
演
」と「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」の
２
本
立
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
企
画
を
し
た
。

記
念
講
演
か
ら

　
前
半
の
記
念
講
演
で
は
、毎
日
新
聞
社

論
説
委
員
の
野
沢
和
弘
氏
に
登
壇
い
た

だ
き
、「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、老

い
も
若
き
も
共
に
暮
ら
す
街
を
目
指
し

て
」と
題
し
講
演
を
頂
い
た
。

　本会では、さまざまな団体の参画を得て平成24年度
から「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを推進し
ている。近年、生活困窮や社会的孤立などが課題となる
中、地域共生社会に向け、居場所づくりや支え合い活動
など、住民主体の地域づくりが各地で広がっている。
　8月26日に開催した「支え合い社会」県民フォーラム
は、全県キャンペーンの年次総会と兼ね、無縁社会に警
鐘を鳴らし、みんなで「支え合い社会」を目指していくこ
とを目的に開催した。
　今号の特集では、フォーラムの概要報告とともに、こ
れからの地域共生社会づくりに向けた取り組みのヒント
を探る。

「
支
え
合
い
社
会
」県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

地域での支え合いをすすめよう
～「支え合い社会」県民フォーラムから～

　
野
沢
氏
は
新
聞
記
者
で
あ
る
と
と
も

に
、全
国
初
の
障
害
者
差
別
禁
止
条
例

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら

し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」の
制
定

で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、ま
た
厚
生
労

働
省
の
各
種
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て

い
る
。そ
う
し
た
経
験
か
ら
、警
察
庁
と

連
携
し
、警
察
官
に
障
害
者
理
解
を
促
す

取
り
組
み
や
、障
害
を
持
つ
当
事
者
を
ゲ

ス
ト
講
師
に
招
き
開
か
れ
る「
障
害
者
の

リ
ア
ル
に
迫
る
東
大
ゼ
ミ
」な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
講
演
を

展
開
。「
合
理
的
配
慮
」の
視
点
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
重
要
性
、そ
の
基
盤
と
し

て
の
相
互
理
解
や
教
育
の
重
要
性
な
ど

を
語
り
な
が
ら
、違
い
を
認
め
合
い
、多

様
性
を
楽
し
む
と
い
う
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
あ
り
方
を
提
起
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
合
理
的
配
慮
で
社

会
を
変
革
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
た
」

※今号は、「 『ストップ・ザ・無縁社会』地域での支え合い」のページを拡充し、特集として編集しています。
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会
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て
い

き
た
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」な
ど
の
声
が
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せ
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れ
た
。
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ル
デ
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ス
カ
ッ
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ン
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講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、加
古
川
市
で
認
知
症
の
人
と
家

族
、サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
を
立
ち
上
げ
、活

動
す
る
吉
田
正
巳
氏
、伊
丹
市
で「
あ
り

お
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」を
運
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す
る
福
田
知
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、障
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者
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動
拠
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に
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を
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路
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憲
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と
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和
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に
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だ
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子
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学
の
松
端
克
文
教
授
の
コ
ー

デ
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ト
に
よ
り「
住
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事
者
主

体
」「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
進
行
し
た
。

　
吉
田
氏
は
、平
成
22
年
の
立
ち
上
げ
か

ら
会
の
活
動
を
広
げ
て
き
た
経
緯
を
語

る
と
と
も
に
、認
知
症
の
人
の「
出
番
」を

地
域
に
生
み
出
す
こ
と
、認
知
症
の
人
と

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
視
点
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語
っ

た
。ま
た
、支
援
さ
れ
る
側
に
立
つ
ば
か

り
で
な
く
、「
当
事
者
や
家
族
な
ら
で
は
」

の
主
体
的
な
活
動
を
生
み
出
し
た
い
と
、

今
後
の
意
欲
を
語
っ
た
。

　
民
生
委
員
の
活
動
経
験
か
ら
、仲
間
と

一
緒
に
地
域
の
居
場
所・交
流
の
場「
ま

ち
カ
フ
ェ
」を
始
め
た
福
田
氏
は
、地
元

企
業
や
自
治
会
と
つ
な
が
り
支
援
を
得

ら
れ
た
立
ち
上
げ
当
初
の
経
緯
や
、閉
じ

こ
も
り
が
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だ
っ
た
人
や
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
を
抱
え
た
人
が
、今
で
は
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フ
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運

営
に
欠
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せ
な
い
存
在
に
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て
い
る

エ
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を
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発
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の
最
後
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で
の
出
会
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と
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に
支
え
ら

れ
た
。い
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な
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流
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で
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場
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で
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た
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地
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と
共
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ま
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将
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。
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協
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就

労
支
援
を
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屋
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や
中
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間
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の
移
動
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と
い
う
形
で
実
現
さ

せ
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や
経
緯
を
発
表
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を
持
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当
事
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民
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が
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互
に
エ
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共
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の
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思
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や
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生
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が
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在
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の
将
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を

見
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え
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も
が
お
互
い
を
認
め
合
う
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と
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る
関
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せ
る「
共
生
循
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型
地
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社

会
」の
実
現
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
実
践

と
今
後
の
展
望
を
紹
介
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
３
つ
の
実
践
事
例
は
、一
見

取
り
組
み
の
主
体
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部
と

い
う
地
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事
情
も
異
な
る
よ
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に
見
え

る
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し
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の
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に
は
共
通
す

る
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が
い
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も
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た
の

で
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い
。
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の
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が
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加
と
役
割
」で
あ

る
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が
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る
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も
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こ
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り
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も
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る
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も
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要

と
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れ
、役
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を
発
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で
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る
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を
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に
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。
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活
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展
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る
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で
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る
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や
障
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、
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う
マ
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に
思
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踏
ま
え
つ
つ
も
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に
存
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す
る
資
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を
探
し
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げ
、生
か
す

発
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だ
。

　
３
つ
目
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し
い
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お
い
し
い
・

ホ
ッ
と
で
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も
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に
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が
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」と
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う
発
想
だ
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で
の
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活
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や
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の
重
要
性
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調
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る
中
で
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は
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の
よ
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な
場
を
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す
る
か
を

考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、記
念
講
演

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
得
つ
つ
、パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
当
事
者・

住
民
が
主
体
の
力
強
い
実
践
に
触
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
、県
内

各
地
で「
支
え
合
い
社
会
」に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
会
及
び「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
の

主
催
で
、８
月
26
日
に
神
戸
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、4
0
0
名
の
参
加
を
得

て「
支
え
合
い
社
会
」県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

　
現
在
、「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
が
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
る
中
で
、引
き
こ
も
り

の
方
、認
知
症
の
方
、障
害
を
持
つ
方
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

人
た
ち
が
、排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、そ

れ
ぞ
れ
役
割
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。こ
の
情
勢
を
鑑
み
な
が
ら
、県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
記
念
講
演
」と「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」の
２
本
立
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
企
画
を
し
た
。

記
念
講
演
か
ら

　
前
半
の
記
念
講
演
で
は
、毎
日
新
聞
社

論
説
委
員
の
野
沢
和
弘
氏
に
登
壇
い
た

だ
き
、「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、老

い
も
若
き
も
共
に
暮
ら
す
街
を
目
指
し

て
」と
題
し
講
演
を
頂
い
た
。

「
支
え
合
い
社
会
づ
く
り
」に

向
け
た
実
践
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

　
野
沢
氏
は
新
聞
記
者
で
あ
る
と
と
も

に
、全
国
初
の
障
害
者
差
別
禁
止
条
例

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら

し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」の
制
定

で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、ま
た
厚
生
労

働
省
の
各
種
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て

い
る
。そ
う
し
た
経
験
か
ら
、警
察
庁
と

連
携
し
、警
察
官
に
障
害
者
理
解
を
促
す

取
り
組
み
や
、障
害
を
持
つ
当
事
者
を
ゲ

ス
ト
講
師
に
招
き
開
か
れ
る「
障
害
者
の

リ
ア
ル
に
迫
る
東
大
ゼ
ミ
」な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
講
演
を

展
開
。「
合
理
的
配
慮
」の
視
点
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
重
要
性
、そ
の
基
盤
と
し

て
の
相
互
理
解
や
教
育
の
重
要
性
な
ど

を
語
り
な
が
ら
、違
い
を
認
め
合
い
、多

様
性
を
楽
し
む
と
い
う
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
あ
り
方
を
提
起
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
合
理
的
配
慮
で
社

会
を
変
革
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
た
」

加古川認知症の
人と家族、
サポーターの会
吉田 正巳氏

伊丹市民生委員
児童委員連合会
有岡校区幹事
福田 知子氏

淡路市社会
福祉協議会
事務局長
凪 保憲氏
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みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します

と
語
る
。専
門
職
同
士
だ
け
で
な
く
、

住
民
に
も
自
分
た
ち
の
役
割
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、平
成
25
年
か
ら
地
域
包

括
ケ
ア
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
劇
を

定
期
的
に
上
演
し
て
い
る
。

　
劇
で
は
、あ
る
住
民

を
主
役
に
設
定
し
、

「
退
院
」「
終
活
」な
ど
、

人
生
の
節
目
に
ど
の

よ
う
な
専
門
職
が
関

わ
り
、個
人
と
し
て
ど

の
よ
う
な
準
備
を
し

て
お
く
べ
き
か
を
伝

え
る
内
容
で
、医
療

職・ヘ
ル
パ
ー・消
防・

行
政・住
民
な
ど
が
自

身
の
職
業
役
で
出
演

す
る
。セ
ミ
ナ
ー
形
式

で
は
い
ま
ひ
と
つ

だ
っ
た
住
民
の
反
応

が
、劇
に
し
て
か
ら
は

「
専
門
職
を
身
近
に
感

　
地
域
の
医
療
介
護
連
携
に
取
り
組
む
、

エ
ナ
ガ
の
会
は
、代
表
の
中
村
治
正
医
師

が
平
成
21
年
に
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー・看
護
師・介
護
職
な
ど
の
医
療

福
祉
専
門
職
に
声
を
か
け
、勉
強
会
や
意

見
交
換
会
を
開
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

中
村
代
表
は「
介
護
保
険
制
度
の
開
始
以

降
、連
絡
の
や
り
と
り
だ
け
が
本
当
の
連

携
な
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。毎
月

テ
ー
マ
を
決
め
て
集
ま
る
こ
と
で
、お
互

い
の
仕
事
や
考
え
方
の
理
解
が
進
ん
だ
」

じ
、相
談
し
や
す
く
な
っ
た
」と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、演

じ
る
専
門
職
同
士
も
、練
習
で
知
り
合

い
、普
段
の
連
携
が
取
り
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
。社
会
福
祉
士
の
木
村
和
弘

理
事
が
担
当
す
る
脚
本
は
２
時
間
超
の

大
作
で
、「
ど
の
職
種
の
強
み
も
伝
え
ら

れ
る
脚
本
を
意
識
し
て
い
る
」と
語
る
。

近
年
は
県
内
外
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
活
動
を
振
り
返

り
、中
村
代
表
は
、

「
ま
ず
は
顔
の
見
え

る
関
係
に
な
り
、目

標
を
共
有
で
き
れ
ば

自
然
と
連
携
が
進

む
」と
語
る
。薬
剤
師

の
山
本
哲
也
副
代
表

は「
地
域
包
括
ケ
ア

を
次
世
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
、若
い
世

代
に
出
演
し
て
も
ら

い
た
い
。多
職
種
の

連
携
が
地
域
に
も
た

ら
す
効
果
も
実
感
し

て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　
誰
も
が
暮
ら
し

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
ナ
ガ
の
会

神
戸
市
垂
水
区
桃
山
台
2
‐
9
‐
5

T
E
L 

: 0
7
8
‐
7
5
2
‐
1
1
7
7

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
に

劇
を
通
じ
て

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進

専
門
職
が
集
い
、

顔
の
見
え
る
関
係
に

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
た
め
に

〜
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
繰
り
広
げ
る
手
作
り
劇
〜

や
す
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、今
後

も
劇
を
通
じ
て
専
門
職
が
横
断
的
に

つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、切
れ
目
の
な

い
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

て
い
く
。

取
材
を
終
え
て

会
の
名
前
は
、仲
間
の
子
育
て
を
手
伝

う
習
性
の
あ
る
“
エ
ナ
ガ
”
と
い
う
鳥

に
ち
な
み
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

見
る
側
も
演
じ
る
側
も
、劇
を
通
じ

て
、自
ら
を「
家
族
の
一
員
」「
職
場
の
一

員
」と
い
う
視
点
か
ら
、「
地
域
の
一
員

で
あ
る
私
」を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

神
戸
市
垂
水
区
を
拠
点
と
す
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
エ
ナ
ガ
の
会

は
、区
内
の
専
門
職
に
よ
る
勉
強

会
か
ら
活
動
が
始
ま
り
、現
在
は

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
住
民
向
け
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
劇
を
し
て
い
る

ん
だ
。今
回
は
そ
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
よ
。

23名の専門職で始めた劇も
今では70名のメンバーが参画している。

空き家を活用した「エナガの家」では、
研修会も開催。
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アーに介護職員などが同乗するようになり、住民と
社会福祉法人が協働で実施するバスツアーが来住
地区に定着している。

　ほっとかへんネットおのの廣田美智子代表（社会
福祉法人栄宏福祉会）は、「ほっとかへんネットが立
ちあがるまでは、出前講座やお祭りなどを法人単独
で実施していたが、これでいいのかという気持ちが
あった。今は、私たちの専門性が求められて地域に出
ているため、職員は非常にやりがいを感じている」と
語る。他の職員も影響を受けることで法人内の雰囲
気も変化し、本来業務の質も向上しているという。
　また、高齢、障害、児童などの種別を超えた横の
つながりができたことも、ほっとかへんネットの設
立が地域にもたらした変化だ。このことについて、
廣田代表は「呼びかけてくれた社協の存在が大き
い。社協は地域になくてはならない“まとめ役・つな
ぎ役”」と社協が果たした役割を振り返る。さらに、
「今は住民が自分の住む地区の社会福祉法人の存
在を認識してくださっている。今後は『ほっとかへん
ネットおの』をさらに知ってもらうため、広報にも力
を入れたい」と、地域と共に歩んでいく今後の展望
を力強く語った。

　
私
は
先
天
性
の
ろ
う
者
で
耳
が
聞
こ

え
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、
40
代
か
ら
網
膜
色

素
変
性
症
の
た
め
視
野
が
徐
々
に
狭
く

な
り
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
物
が
見
え
な
い

状
態
で
す
。目
が
悪
く
な
る
ま
で
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
部
品
製
造
業
を

30
年
以
上
勤
め
上
げ
ま
し
た
が
、仕
事
に

ミ
ス
が
出
る
よ
う
に
な
り
退
職
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
前
は
一
人
で
気
楽
に
外
出
し
て
い

た
も
の
の
、
一
人
で
の
行
動
は
怖
く
、
特

に
初
め
て
の
場
所
は
目
的
地
を
探
す
の

に
時
間
が
か
か
り
、車
や
人
の
交
通
量
も

わ
か
ら
な
い
た
め
、同
行
援
護
の
ガ
イ
ド

と
と
も
に
外
出
し
て
い
ま
す
。買
い
物
や

食
事
な
ど
生
活
全
般
で
も
不
便
を
感
じ
、

当
時
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　
当
時
、
市
役
所
で
は
、「
盲
」と「
ろ
う
」

の
重
複
し
た
障
害
の
想
定
が
無
く
、支
援

に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
後
、
県
の
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、よ
う
や
く
福
祉
機

器
や
盲
ろ
う
者
友
の
会
の
情
報
に
辿
り

着
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、
盲
ろ
う
者

の
存
在
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

　
友
の
会
で
は
、会
員
が
主
体
的
に
役
割

を
担
い
、会
員
相
互
の
交
流
か
ら
一
般
の

方
へ
の
普
及
啓
発
、介
助
や
通
訳
の
充
実

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。私
も
役

割
を
担
う
う
ち
に
、地
元
で
所
属
し
て
き

た
聴
覚
障
害
者
協
会
の
活
動
と
も
リ
ン

ク
し
て
、地
域
に
盲
ろ
う
者
の
情
報
を
伝

え
、我
々
の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、
こ
の

８
月
か
ら
会
員
の
皆
様
か
ら
選
任
い
た

だ
き
友
の
会
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。例
え
ば
、
盲
ろ
う
者
と
出
会
っ
て
も

ど
う
接
し
て
い
い
か
と
距
離
を
置
か
れ

が
ち
で
す
が
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、助
け
合
え
る
社
会
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
盲
ろ
う
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
に
は
、触
手
話
や
指
点
字
な
ど
の

技
術
や
独
自
の
情
報
機
器
が
必
要
で
す
。

視
覚
や
聴
覚
の
障
害
に
特
化
し
た
伝
達

手
段
で
は
補
え
な
い
面
が
あ
り
、友
の
会

で
は
、通
訳
者
の
養
成
や
派
遣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。大
阪
で
は
、
盲
ろ
う
者
の

た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
、

入
居
者
が
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
立
し

た
暮
ら
し
を
送
り
、入
居
者
同
士
や
地
域

の
方
と
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
県
内
に

建
設
す
る
の
が
今
後
の
夢
で
す
。

　
み
ん
な
が
明
る
く
笑
顔
で
楽
し
め
る

生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
、こ
れ
か
ら

も
県
民
の
皆
様
や
盲
ろ
う
者
の
皆
様
と

共
に
歩
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

み
ん
な
が
明
る
く
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

盲
ろ
う
者
の
存
在

耳
だ
け
で
な
く
、

目
も
見
え
に
く
く
な
っ
て

私
の
モ
ッ
ト
ー 

井上 智文さん 
（加東市）

いのうえ　  ともふみ　
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Personal History

昭和31年（0歳）先天性のろう者として生まれる
昭和53年　加東聴覚障害者協会会長に就任
平成15年頃（47~48歳）コンピューター部品製造会社を退職
平成23年（57歳）特定非営利活動法人兵庫盲ろう者友の会へ入会
令和元年（63歳）特定非営利活動法人兵庫盲ろう者友の会理事長に就任

手で触れ合い「指点字」や「触手話」で情報を受け取ります。
（夏休みちびっこ盲ろう者体験教室の様子）

県
民・
盲
ろ
う
者
の
皆
さ
ん
と

共
に
歩
み
た
い

県
民・
盲
ろ
う
者
の
皆
さ
ん
と

共
に
歩
み
た
い

特定非営利活動法人 兵庫盲ろう者友の会
TEL　078‐341‐8822　　FAX　078‐341‐8822

盲ろう者が笑顔で楽しく
暮らせるように

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

　小野市では、平成28年度に介護保険制度におけ
る生活支援体制整備事業の第1層（市全域）の協議体
が設立された。以降、毎年1～2地区ずつ、第2層（概
ね小学校区域）の協議体が立ち上がっており、その
地区の社会福祉法人が、協議体の設立準備の段階か
ら住民らと共に参画している。

　平成29年度に設立した「来住地区よりそい協議
会」では、一つの取り組みとして地域の困りごとにつ
いての訪問調査を行った。その結果、高齢者の買い
物、特に移動手段へのニーズが明らかになったこと
から、「買い物バスツアー」を試行的に実施。その振り
返り会議では、乗降や買い物での介助が必要な住民
が多く、自治会役員や民生委員・児童委員だけでは
対応が難しいという課題が共有された。「介護の専門
性がある社会福祉法人の職員が付き添ってくれた
ら」という住民の期待に応えようと、職員が「買い物
バスツアー」への付き添いを開始。今では月1回のツ

ほっとかへんネットおの
事務局：社会福祉法人小野市社会福祉協議会
ＴＥＬ：0794-63-2575

よりそい協議会での
熱心な話し合い

住民のニーズに法人の専門性で応える

地域に出ることで法人内の雰囲気も変化

キラリ★社会福祉法人
小野市社会福祉法人連絡協議会

（ほっとかへんネットおの） 買い物バスツアー
～専門職の付き添いで
安全・安心に～

き　 し

　小野市では、市内全ての社会福祉法人が連携し、平成29年6月に「ほっ
とかへんネットおの」を設立。「無理なくできることから」をモットーに、20
の法人が各地で活動しています。
　今回は、高齢者への移動支援である「買い物バスツアー」と、その取り組
みを始めた後の、市内の社会福祉法人の活躍を紹介します。

住民のニーズから出発した買い物バスツアー
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アーに介護職員などが同乗するようになり、住民と
社会福祉法人が協働で実施するバスツアーが来住
地区に定着している。

　ほっとかへんネットおのの廣田美智子代表（社会
福祉法人栄宏福祉会）は、「ほっとかへんネットが立
ちあがるまでは、出前講座やお祭りなどを法人単独
で実施していたが、これでいいのかという気持ちが
あった。今は、私たちの専門性が求められて地域に出
ているため、職員は非常にやりがいを感じている」と
語る。他の職員も影響を受けることで法人内の雰囲
気も変化し、本来業務の質も向上しているという。
　また、高齢、障害、児童などの種別を超えた横の
つながりができたことも、ほっとかへんネットの設
立が地域にもたらした変化だ。このことについて、
廣田代表は「呼びかけてくれた社協の存在が大き
い。社協は地域になくてはならない“まとめ役・つな
ぎ役”」と社協が果たした役割を振り返る。さらに、
「今は住民が自分の住む地区の社会福祉法人の存
在を認識してくださっている。今後は『ほっとかへん
ネットおの』をさらに知ってもらうため、広報にも力
を入れたい」と、地域と共に歩んでいく今後の展望
を力強く語った。

　
私
は
先
天
性
の
ろ
う
者
で
耳
が
聞
こ

え
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、
40
代
か
ら
網
膜
色

素
変
性
症
の
た
め
視
野
が
徐
々
に
狭
く

な
り
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
物
が
見
え
な
い

状
態
で
す
。目
が
悪
く
な
る
ま
で
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
部
品
製
造
業
を

30
年
以
上
勤
め
上
げ
ま
し
た
が
、仕
事
に

ミ
ス
が
出
る
よ
う
に
な
り
退
職
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
前
は
一
人
で
気
楽
に
外
出
し
て
い

た
も
の
の
、
一
人
で
の
行
動
は
怖
く
、
特

に
初
め
て
の
場
所
は
目
的
地
を
探
す
の

に
時
間
が
か
か
り
、車
や
人
の
交
通
量
も

わ
か
ら
な
い
た
め
、同
行
援
護
の
ガ
イ
ド

と
と
も
に
外
出
し
て
い
ま
す
。買
い
物
や

食
事
な
ど
生
活
全
般
で
も
不
便
を
感
じ
、

当
時
は
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　
当
時
、
市
役
所
で
は
、「
盲
」と「
ろ
う
」

の
重
複
し
た
障
害
の
想
定
が
無
く
、支
援

に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
後
、
県
の
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、よ
う
や
く
福
祉
機

器
や
盲
ろ
う
者
友
の
会
の
情
報
に
辿
り

着
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、
盲
ろ
う
者

の
存
在
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

　
友
の
会
で
は
、会
員
が
主
体
的
に
役
割

を
担
い
、会
員
相
互
の
交
流
か
ら
一
般
の

方
へ
の
普
及
啓
発
、介
助
や
通
訳
の
充
実

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。私
も
役

割
を
担
う
う
ち
に
、地
元
で
所
属
し
て
き

た
聴
覚
障
害
者
協
会
の
活
動
と
も
リ
ン

ク
し
て
、地
域
に
盲
ろ
う
者
の
情
報
を
伝

え
、我
々
の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、
こ
の

８
月
か
ら
会
員
の
皆
様
か
ら
選
任
い
た

だ
き
友
の
会
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。例
え
ば
、
盲
ろ
う
者
と
出
会
っ
て
も

ど
う
接
し
て
い
い
か
と
距
離
を
置
か
れ

が
ち
で
す
が
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、助
け
合
え
る
社
会
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
盲
ろ
う
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
に
は
、触
手
話
や
指
点
字
な
ど
の

技
術
や
独
自
の
情
報
機
器
が
必
要
で
す
。

視
覚
や
聴
覚
の
障
害
に
特
化
し
た
伝
達

手
段
で
は
補
え
な
い
面
が
あ
り
、友
の
会

で
は
、通
訳
者
の
養
成
や
派
遣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。大
阪
で
は
、
盲
ろ
う
者
の

た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
、

入
居
者
が
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
立
し

た
暮
ら
し
を
送
り
、入
居
者
同
士
や
地
域

の
方
と
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
県
内
に

建
設
す
る
の
が
今
後
の
夢
で
す
。

　
み
ん
な
が
明
る
く
笑
顔
で
楽
し
め
る

生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
、こ
れ
か
ら

も
県
民
の
皆
様
や
盲
ろ
う
者
の
皆
様
と

共
に
歩
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

み
ん
な
が
明
る
く
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

盲
ろ
う
者
の
存
在

耳
だ
け
で
な
く
、

目
も
見
え
に
く
く
な
っ
て

私
の
モ
ッ
ト
ー 

井上 智文さん 
（加東市）

いのうえ　  ともふみ　
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Personal History

昭和31年（0歳）先天性のろう者として生まれる
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平成15年頃（47~48歳）コンピューター部品製造会社を退職
平成23年（57歳）特定非営利活動法人兵庫盲ろう者友の会へ入会
令和元年（63歳）特定非営利活動法人兵庫盲ろう者友の会理事長に就任

手で触れ合い「指点字」や「触手話」で情報を受け取ります。
（夏休みちびっこ盲ろう者体験教室の様子）
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民・
盲
ろ
う
者
の
皆
さ
ん
と

共
に
歩
み
た
い
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民・
盲
ろ
う
者
の
皆
さ
ん
と

共
に
歩
み
た
い

特定非営利活動法人 兵庫盲ろう者友の会
TEL　078‐341‐8822　　FAX　078‐341‐8822

盲ろう者が笑顔で楽しく
暮らせるように

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

　小野市では、平成28年度に介護保険制度におけ
る生活支援体制整備事業の第1層（市全域）の協議体
が設立された。以降、毎年1～2地区ずつ、第2層（概
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物、特に移動手段へのニーズが明らかになったこと
から、「買い物バスツアー」を試行的に実施。その振り
返り会議では、乗降や買い物での介助が必要な住民
が多く、自治会役員や民生委員・児童委員だけでは
対応が難しいという課題が共有された。「介護の専門
性がある社会福祉法人の職員が付き添ってくれた
ら」という住民の期待に応えようと、職員が「買い物
バスツアー」への付き添いを開始。今では月1回のツ

ほっとかへんネットおの
事務局：社会福祉法人小野市社会福祉協議会
ＴＥＬ：0794-63-2575

よりそい協議会での
熱心な話し合い

住民のニーズに法人の専門性で応える

地域に出ることで法人内の雰囲気も変化

キラリ★社会福祉法人
小野市社会福祉法人連絡協議会

（ほっとかへんネットおの） 買い物バスツアー
～専門職の付き添いで
安全・安心に～

き　 し

　小野市では、市内全ての社会福祉法人が連携し、平成29年6月に「ほっ
とかへんネットおの」を設立。「無理なくできることから」をモットーに、20
の法人が各地で活動しています。
　今回は、高齢者への移動支援である「買い物バスツアー」と、その取り組
みを始めた後の、市内の社会福祉法人の活躍を紹介します。

住民のニーズから出発した買い物バスツアー
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ひょうごの福祉

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW

　

８
月
29
日
、
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
今
年
度
第
１
回
目
の
「
経
営
計
画

策
定
リ
ー
ダ
ー
養
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を

開
催
し
、
９
法
人
か
ら
36
名
が
参
加
し

た
。こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
本
会
が
事
務

局
を
務
め
る
、
県
社
会
福
祉
法
人
経
営

者
協
議
会
・
青
年
協
議
会（
以
下
、「
青

年
協
」）が
主
催
し
て
お
り
、
講
師
で
あ

る
兵
庫
県
立
大
学
政
策
科
学
研
究
所
長

の
當
間
克
雄
教
授
が
執
筆
・
監
修
し
、

昨
年
発
行
し
た
「
社
会
福
祉
法
人
経
営

計
画
策
定
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」を
用
い
て
、

全
５
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
講
に
あ
た
り
、
青

年
協
の
飯
田
副
代
表
か
ら
「
青
年
が
中

心
と
な
り
経
営
計
画
策
定
に
取
り
組
む

意
義
」と
題
し
、次
代
を
担
う
青
年
層
が

経
営
の
中
核
を
担
う
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
當
間
教
授
か
ら
「
経
営
計
画

の
意
義
と
必
要
性
」
に
つ
い
て
講
義
が

あ
り
、
経
営
計
画
策
定
ま
で
の
流
れ
や

ビ
ジ
ョ
ン
と
モ
チ
ベ
ー
ジ
ョ
ン
の
関
係

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
参
加
法
人
ご
と
に

協
議
を
し
な
が
ら
「
経
営
理
念
に
基
づ

く
３
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
設
定
す
る

演
習
を
実
施
し
た
。

　
次
回
以
降
は
、
自
法
人
の
現
状
と
取

り
巻
く
環
境
変
化
を
把
握
し
た
う
え

で
、
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
抽
出
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
方
策
を

考
え
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
は
経
営

課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
戦
略
を〝
見

え
る
化
〞し
、具
体
的
な
実
行
計
画
の
策

定
方
法
、
進
捗
管
理
や
評
価
の
方
法
ま

で
を
学
ぶ
予
定
だ
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
が
集
結
！

経
営
計
画
策
定
リ
ー
ダ
ー

養
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

　
先
述
の
提
言
書
を
も
と
に
、８
月
７

日
の
兵
庫
県
知
事
へ
の
提
言
内
容
の
説

明
を
皮
切
り
に
、県
議
会
議
長・副
議

長
、県
議
会
の
各
会
派
、地
方
４
団
体
へ

の
提
言
内
容
の
説
明
を
実
施
し
、兵
庫

県
の
社
会
福
祉
施
策
の
一
層
の
充
実
に

つ
な
が
る
よ
う
理
解
を
求
め
た
。

12月に民生委員・児童委員の全国一斉改選があります
　県内では9,900人あまりの民生委員・児童委員が、地域の「身近な相談役」として、高齢者や障
害のある方、子育てや介護をしている方などが抱える困りごとに寄り添って、活動をしている。
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、任期は3年であり、本年12
月に全国一斉改選が行われる予定だ。

　今回の全国一斉改選は、平成29年5月に民生委員制度創設100周年という
節目を迎えて以降、初めての改選となる。
　民生委員・児童委員は、地域福祉推進のキーパーソンであると同時に、見守
り活動やサロン活動などの小地域福祉活動、生活福祉資金貸付制度における
相談援助などにおいても、市区町社協にとっての重要なパートナーであるこ
とから、一斉改選を迎えても円滑に活動ができるよう、市区町社協をはじめと
した関係者を挙げて、準備や環境整備を進めていただくことが大切になる。

※全ての「民生委員」は児童福祉法によって「児童委員」も兼ねており、妊娠中の心配ごとや子育
ての不安などに関する相談・支援も行っている。

※1 地方社会福祉審議会は、社会福祉に関する事項を専門家の立場から調査・審議するために都道府県、指定都市及び中核市
　 　に設置される審議会。

民生委員・児童委員が選ばれる手順

経営理念に基づき、さまざまな視点からビジョン検討に取り組む様子

長岡壯壽議長、浜田知昭副議長への提言 井戸敏三県知事への提言

　
今
年
８
月
、
県
社
協
で
は
、「
令
和
２ 

年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提

言
」
を
取
り
ま
と
め
た
。本
提
言
書
は
、

関
係
機
関
・
団
体
か
ら
の
意
見
を
基
に
、

そ
の
中
か
ら
共
通
す
る
事
項
を「
提
言
」

と
し
、
特
に
県
施
策
へ
の
反
映
を
求
め

て
い
き
た
い
事
項
を「
重
点
提
言
」と
し

て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　
現
在
、国
は
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
を
掲

げ
、誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、子
育
て
環
境
の

整
備
や
介
護
離
職
ゼ
ロ
な
ど「
全
世
代
型

の
社
会
保
障
制
度
」へ
の
転
換
を
打
ち
出

し
て
い
る
。社
会
福
祉
分
野
で
は
「
地
域

共
生
社
会
」の
理
念
の
も
と
、
住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
と
多
様
な
主
体
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
施
策
の
具
体
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
だ
。

　
こ
の
情
勢
も
踏
ま
え
、
今
回
の
提
言

書
に
は
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
も
織
り
交

ぜ
つ
つ
、
計
１
５
５
の
項
目
を
提
言
と

し
て
整
理
し
、と
り
わ
け
重
点
提
言
を
、

①
福
祉
人
材
確
保
施
策
の
さ
ら
な
る
推

進
、②
大
規
模
災
害
に
備
え
た
支
援
体

制
の
強
化
、③
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
支
援
強
化
、と
し
て
、内
容
の

焦
点
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
本
年
、
滋
賀
県
大
津
市
や

兵
庫
県
西
宮
市
で
園
児
が
巻
き
込
ま
れ

る
交
通
事
故
が
発
生
し
、子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
脅
か
す
事
態
が
連
続
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、「
保
育
所
等
に
お
け
る
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
対
策
の
強
化
」を
緊
急

提
言
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
こ
と
も
、今
回

の
政
策
提
言
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

候 補 者 町会・自治会などで推薦、公募による募集など

市町の民生委員推薦会 民生委員・児童委員にふさわしい人を都道府県知事に推薦

都道府県知事 地方社会福祉審議会※1の意見を踏まえ、厚生労働大臣に推薦

厚生労働大臣 民生委員・児童委員の委嘱

民 生 委 員・児 童 委 員

県
知
事
等
へ
提
言
活
動

を
実
施

令
和
２
年
度
の

社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言

民生委員のシンボルマーク
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福
祉
人
材
確
保
施
策
の

　

 

さ
ら
な
る
推
進

❷ 

大
規
模
災
害
に
備
え
た

　

 

支
援
体
制
の
強
化

❸ 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

　

 

向
け
た
支
援
強
化

令
和
２
年
度

兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の

提
言・重
点
提
言

⑴
地
域
福
祉
推
進
の
担
い
手
づ
く

り
に
向
け
た
支
援
策
の
強
化

⑵
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築

⑶
社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
推
進

緊
急
提
言

保
育
所
等
に
お
け
る
子
ど
も
の

安
全・安
心
対
策
の
強
化

（四つ葉のクローバーをバッ
クに、民生委員の「み」の文
字と児童委員を示す双葉を
組み合わせ、鳩をかたどって
愛情と奉仕を表現）
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ひょうごの福祉

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW

　

８
月
29
日
、
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
今
年
度
第
１
回
目
の
「
経
営
計
画

策
定
リ
ー
ダ
ー
養
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を

開
催
し
、
９
法
人
か
ら
36
名
が
参
加
し

た
。こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
本
会
が
事
務

局
を
務
め
る
、
県
社
会
福
祉
法
人
経
営

者
協
議
会
・
青
年
協
議
会（
以
下
、「
青

年
協
」）が
主
催
し
て
お
り
、
講
師
で
あ

る
兵
庫
県
立
大
学
政
策
科
学
研
究
所
長

の
當
間
克
雄
教
授
が
執
筆
・
監
修
し
、

昨
年
発
行
し
た
「
社
会
福
祉
法
人
経
営

計
画
策
定
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」を
用
い
て
、

全
５
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
開
講
に
あ
た
り
、
青

年
協
の
飯
田
副
代
表
か
ら
「
青
年
が
中

心
と
な
り
経
営
計
画
策
定
に
取
り
組
む

意
義
」と
題
し
、次
代
を
担
う
青
年
層
が

経
営
の
中
核
を
担
う
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
當
間
教
授
か
ら
「
経
営
計
画

の
意
義
と
必
要
性
」
に
つ
い
て
講
義
が

あ
り
、
経
営
計
画
策
定
ま
で
の
流
れ
や

ビ
ジ
ョ
ン
と
モ
チ
ベ
ー
ジ
ョ
ン
の
関
係

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
参
加
法
人
ご
と
に

協
議
を
し
な
が
ら
「
経
営
理
念
に
基
づ

く
３
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
設
定
す
る

演
習
を
実
施
し
た
。

　
次
回
以
降
は
、
自
法
人
の
現
状
と
取

り
巻
く
環
境
変
化
を
把
握
し
た
う
え

で
、
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
抽
出
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
方
策
を

考
え
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
は
経
営

課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
戦
略
を〝
見

え
る
化
〞し
、具
体
的
な
実
行
計
画
の
策

定
方
法
、
進
捗
管
理
や
評
価
の
方
法
ま

で
を
学
ぶ
予
定
だ
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
が
集
結
！

経
営
計
画
策
定
リ
ー
ダ
ー

養
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

　
先
述
の
提
言
書
を
も
と
に
、８
月
７

日
の
兵
庫
県
知
事
へ
の
提
言
内
容
の
説

明
を
皮
切
り
に
、県
議
会
議
長・副
議

長
、県
議
会
の
各
会
派
、地
方
４
団
体
へ

の
提
言
内
容
の
説
明
を
実
施
し
、兵
庫

県
の
社
会
福
祉
施
策
の
一
層
の
充
実
に

つ
な
が
る
よ
う
理
解
を
求
め
た
。

12月に民生委員・児童委員の全国一斉改選があります
　県内では9,900人あまりの民生委員・児童委員が、地域の「身近な相談役」として、高齢者や障
害のある方、子育てや介護をしている方などが抱える困りごとに寄り添って、活動をしている。
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、任期は3年であり、本年12
月に全国一斉改選が行われる予定だ。

　今回の全国一斉改選は、平成29年5月に民生委員制度創設100周年という
節目を迎えて以降、初めての改選となる。
　民生委員・児童委員は、地域福祉推進のキーパーソンであると同時に、見守
り活動やサロン活動などの小地域福祉活動、生活福祉資金貸付制度における
相談援助などにおいても、市区町社協にとっての重要なパートナーであるこ
とから、一斉改選を迎えても円滑に活動ができるよう、市区町社協をはじめと
した関係者を挙げて、準備や環境整備を進めていただくことが大切になる。

※全ての「民生委員」は児童福祉法によって「児童委員」も兼ねており、妊娠中の心配ごとや子育
ての不安などに関する相談・支援も行っている。

※1 地方社会福祉審議会は、社会福祉に関する事項を専門家の立場から調査・審議するために都道府県、指定都市及び中核市
　 　に設置される審議会。

民生委員・児童委員が選ばれる手順

経営理念に基づき、さまざまな視点からビジョン検討に取り組む様子

長岡壯壽議長、浜田知昭副議長への提言 井戸敏三県知事への提言

　
今
年
８
月
、
県
社
協
で
は
、「
令
和
２ 

年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提

言
」
を
取
り
ま
と
め
た
。本
提
言
書
は
、

関
係
機
関
・
団
体
か
ら
の
意
見
を
基
に
、

そ
の
中
か
ら
共
通
す
る
事
項
を「
提
言
」

と
し
、
特
に
県
施
策
へ
の
反
映
を
求
め

て
い
き
た
い
事
項
を「
重
点
提
言
」と
し

て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　
現
在
、国
は
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
を
掲

げ
、誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、子
育
て
環
境
の

整
備
や
介
護
離
職
ゼ
ロ
な
ど「
全
世
代
型

の
社
会
保
障
制
度
」へ
の
転
換
を
打
ち
出

し
て
い
る
。社
会
福
祉
分
野
で
は
「
地
域

共
生
社
会
」の
理
念
の
も
と
、
住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
と
多
様
な
主
体
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
施
策
の
具
体
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
だ
。

　
こ
の
情
勢
も
踏
ま
え
、
今
回
の
提
言

書
に
は
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
も
織
り
交

ぜ
つ
つ
、
計
１
５
５
の
項
目
を
提
言
と

し
て
整
理
し
、と
り
わ
け
重
点
提
言
を
、

①
福
祉
人
材
確
保
施
策
の
さ
ら
な
る
推

進
、②
大
規
模
災
害
に
備
え
た
支
援
体

制
の
強
化
、③
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
支
援
強
化
、と
し
て
、内
容
の

焦
点
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
本
年
、
滋
賀
県
大
津
市
や

兵
庫
県
西
宮
市
で
園
児
が
巻
き
込
ま
れ

る
交
通
事
故
が
発
生
し
、子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
脅
か
す
事
態
が
連
続
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、「
保
育
所
等
に
お
け
る
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
対
策
の
強
化
」を
緊
急

提
言
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
こ
と
も
、今
回

の
政
策
提
言
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

候 補 者 町会・自治会などで推薦、公募による募集など

市町の民生委員推薦会 民生委員・児童委員にふさわしい人を都道府県知事に推薦

都道府県知事 地方社会福祉審議会※1の意見を踏まえ、厚生労働大臣に推薦

厚生労働大臣 民生委員・児童委員の委嘱

民 生 委 員・児 童 委 員

県
知
事
等
へ
提
言
活
動

を
実
施

令
和
２
年
度
の

社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言

民生委員のシンボルマーク

❶ 

福
祉
人
材
確
保
施
策
の

　

 

さ
ら
な
る
推
進

❷ 

大
規
模
災
害
に
備
え
た

　

 

支
援
体
制
の
強
化

❸ 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

　

 

向
け
た
支
援
強
化

令
和
２
年
度

兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の

提
言・重
点
提
言

⑴
地
域
福
祉
推
進
の
担
い
手
づ
く

り
に
向
け
た
支
援
策
の
強
化

⑵
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築

⑶
社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
推
進

緊
急
提
言

保
育
所
等
に
お
け
る
子
ど
も
の

安
全・安
心
対
策
の
強
化

（四つ葉のクローバーをバッ
クに、民生委員の「み」の文
字と児童委員を示す双葉を
組み合わせ、鳩をかたどって
愛情と奉仕を表現）
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助成金情報

行事予定

府4県にある大学などに所属してい
る研究者

助成額　1件上限200万円（①②総額5,000
万円程度を予定）

締切り　①②ともに令和元年11月14日（木）
必着

●問　●申　公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
　　　　TEL 06-6375-3202
U R L　 https://www.jrw-relief-f.or.jp/

公益財団法人ヤマト福祉財団
障がい者給料増額支援助成金
障害者の給料増額に一定の実績がある施設・
事業所や全国平均以上の給料支給実績がある
施設・事業所に対し、事業資金を助成します。
対　象　所定の要件を満たす就労継続支援

A・B型事業所、地域活動支援セン
ター、生活介護事業所

助成額　【ジャンプアップ助成金】1件定額
500万円、【ステップアップ助成金】1
件上限200万円

締切り　令和元年11月30日（土）消印有効
●問　●申　公益財団法人ヤマト福祉財団
　　　　TEL 03-3248-0691
U R L　https://www.yamato-fukushi.jp/

介護の日イベント参加者の募集
地域で暮らす全ての人々で支え合う介護をめ
ざし、「介護」についての理解と認識を深める機
会として『介護の日イベント』を開催します。
会　場　ニチイ学館 神戸ポートアイランドセ

ンター（神戸市中央区）
日　時　令和元年11月2日（土）12：00～17：00
内　容　フォーラム（長尾クリニック院長・長

尾和宏氏の講演）、介護技術コンテ
スト

参加方法　ホームページより申込み用エクセル
表をダウンロードし、メールに添付し
て送信するか、必要事項を直接メー
ルに入力して送信。

締切り　令和元年10月11日（金）
参加費　無料
●問　●申　一般社団法人 兵庫県老人福祉事業協会
　　　　TEL 078-291-6822　
U R L　 https://www.hyogo-kenroukyo.jp/
　　　　home/

　　　1日 赤い羽根共同募金運動キックオ
フイベント　　　　　　　　　
◆鉄人広場（神戸市長田区）

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

東京海上日動あんしん生命保険株式会社
奨学金制度
経済的理由により大学等への進学を諦めない
ために、奨学金を給付します。
対　象　疾病により保護者を失った遺児で、経

済的理由により支援を必要とし、大学
等への進学希望がある方。年間世帯
収入金額が指定条件を超えない方。

助成額　1件年間30万円
締切り　令和元年10月31日（木）消印有効
●問　●申　公益社団法人日本フィランソロピー協会
　　　　TEL 03-5205-7580
U R L　https://www.philanthropy.or.jp/
　　　　anshin/

日本郵便株式会社
2020年度年賀寄附金助成
社会福祉の増進を目的とする事業など、「お年
玉付郵便葉書等に関する法律」に定められた 
10の事業に対して助成します。
対　象　一般枠：社会福祉法人、更生保護法

人、一般社団法人、一般財団法人、公
益社団法人、公益財団法人、特定非
営利活動法人（NPO法人）　　　　
特別枠：営利を目的としない法人

助成額　1件上限500万円　※活動・チャレン
ジプログラムは上限50万円

締切り　令和元年11月8日（金）消印有効
●問　●申　日本郵便株式会社
　　　　TEL 03-3477-0567
U R L　https://www.post.japanpost.jp

公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
2020年度公募助成
「安全で安心できる社会」の実現に関する活動
や研究の応募をお待ちしています。
①活動助成
対　象　近畿2府4県を拠点にする、事故、災

害や不測の事態に対する備え、およ
びその後の心や身体のケアに関する
活動をする非営利の民間団体（法人
格の有無は不問）

助成額　1件上限70万円 
② 研究助成
対　象　事故、災害や不測の事態に対する備

え・事故防止、およびその後の心や身
体のケアに関する研究を行う、近畿2

　　　8日 新任職員ステップアップ研修（Ｂ
コース）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　　9日 日常生活自立支援事業 町社協会議
◆県福祉センター

　　 11日 サービス提供責任者研修（ホー
ムヘルプ事業者協議会）　　　
◆県農業共済会館

　　 12日 福祉の就職説明会(尼崎会場)　
◆尼崎市中小企業センター

 民間社会福祉事業職員互助会
創立45周年事業　　　　　　
◆神戸メリケンパークオリエンタ
ルホテル

　　 13日 介護支援専門員実務研修受講試験
◆神戸大学国際人間科学部

　　 15日 会計実務研修（税務）　　　　
◆県福祉人材研修センター

 第１回ひょうごボランタリープラ
ザ運営協議会　　　　　　　　
◆ひょうごボランタリープラザ

　　 21日 若年性認知症とともに歩むひょ
うごの会 全体会 　　　　　　
◆県学校厚生会館

　　 24日 日常生活自立支援事業生活支援
員研修会　　　　　　　　　 
◆県学校厚生会館

 職場定着支援研修　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 経営協第253回理事会・例会　
◆県民会館

　　 25日 経営計画策定リーダー養成ゼミナール
◆県福祉センター

 苦情解決セミナー（神戸会場）　
◆県立のじぎく会館

 地域福祉研修　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 就職説明会（明石）　　　　　
◆あかし市民広場

　　 28日 法人後見・市民後見推進会議　
◆葺合文化センター

　　 29日 職場見学バスツアー（中･西播磨コース）
◆協和学園、むれさき苑

　29日～ 介護支援専門員専門研修課程Ⅱ・
更新研修A（後期）　　　　　　　
◆神戸ファッションマートほか

　　 30日 保育リーダーゼミ　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 第１回社協ワーカー実践研究会議
◆県福祉センター

　　 31日 兵庫県社会福祉大会　　　　
◆丹波篠山市立田園交響ホール

10月

募集

２６日・
２７日

P2

じぶんの町を 良くするしくみ
身近なところで役立つ 共同募金のつかいみち

特集①

P5

地域での支え合いをすすめよう
～「支え合い社会」県民フォーラムから～

特集②

P9 私の物語
盲ろう者が笑顔で
楽しく暮らせるように
井上 智文さん（加東市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P7 みんなでつくるひょうごの福祉
地域包括ケアを推進するために
～さまざまな専門職が繰り広げる手作り劇～

P8 キラリ★社会福祉法人
小野市社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネットおの）
住民のニーズから出発した
買い物バスツアー
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10月から「赤い羽根共同募金運動」がスタートします
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